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私がアメリカに行く前に何となく想像していたカルチ 

ャーショックは、例えば「家の中は土足」や「湯船に 

つからない」などなどのことですが、実際アメリカに 

行って、予期しておらず本当に驚いたカルチャーショ 

ックについて紹介していきたいと思います。 

  

① アメリカの人はとってもフレンドリー！？     

アメリカの人は他人に対してもとってもフレン 

ドリー。お店の店員さんとかも「何かお探しです 

か？」や「お買い物楽しんでますか？」などと声 

をかけてくれます。また、スーパーなどを含めて 

どのお店でもレジに行くと「調子はどうですか？」 

から始まる短いトークがお客さんとの間にあり、 

他人であったとしても仲がいいなと思いました。 

 

② 信号が赤でも進むことができる！？ 

 カンザスシティでは１６歳の人は運転することが 

できるので、同い年のホストシスターが時々運転し 

てくれました。その時助手席に座らせてもらい「日 

本はハンドルが右にあるから私が運転しているみた 

い！」と思って走っていて、２つのことに気が付き 

ました。１つはカンザスシティでは車は右側通行だ 

ということ。これは、考えてみれば右側にハンドル 

があるので右側走行になる確率が高いということは 

当たり前なのですが、やはり違和感がありました。 

２つ目は、赤信号でも安全を確認できれば右折でき 

る、ということです。赤信号なのに車が右折したの 

で、「今赤信号なのに曲がった！？」と聞いてみたら 
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、「うん、車が来てなかったら右折はできるんだよ。」 

と言われてすごく驚きました。 

 

③ アメリカ人の人たちも、家にいるときは靴を脱ぐ！？ 

外国では室内で靴を脱ぐという習慣があまりないか 

ら違和感を覚えるだろうな、と思っていたら、行っ 

てみてびっくり。その逆でした。皆が皆、というわ 

けではないのですが、靴を脱ぐという習慣がありま 

した。そう、でも家の皆が皆靴を脱ぐ、というわけ 

ではないのです！同じ家でもはだしの人もいればソ 

ックスの人・スニーカーの人・スリッパの人…とそ 

れぞれ。また子供がたくさんいる家ではみんな玄関 

ではなくリビングなどで靴を脱ぐのでリビングに普 

通に靴が転がっていて、靴を脱ぐ習慣こそあるもの 

の、日本のように完全に室内の清潔さを保つため 

脱ぐ、という感覚ではないのかなと思いました。 

 

 

④ １学年の幅が違う！？ 

アメリカでは新学期が始まるのが９月から。だから 

日本では３月生まれと４月生まれの人が違う学年にな 

るように、アメリカでは８月生まれの人と９月生まれ 

の人が違う学年になるんです！だから私のホストシス 

ターは私と同い年でしたが６月生まれで、クラスメイ 

トのほとんどは１歳年上だ、と言っていてとても驚き 

ました。 

 

 

⑤ みんな日本についてかなり知っている！？ 

日本人のホームステイを受け入れてくれた人たちなので、日本に興味があるという人もいる

はず。その程度に思っていたのですが、アメリカで私がお話しした方々の多くが日本につい

て、私が想像していたよりも知っていて、大変驚きました。例えば、私のホストファミリー

の中で日本に行ったことがある人は４人（２つのホストファミリーを合わせて８人なのでな

んと半分！）いて、日本語もたくさん知っていました。一番驚いたことは第二ホストファミ

リーのホストマザーが抹茶・茶筅・茶杓・棗を持っていたこと！茶道を紹介しようとしたら

出してきてくれたので、紹介しやすかったです。                          

  

http://kaigai-matome.net 

 

https://lineblog.

me 

 

https://ameblo.jp 


